
今月の表紙：八色しいたけ（南魚沼市）

電子版はこちら👇

２０２４

３

●「厚いにも、ほどがある」
八色しいたけの生産現場を見学してきました・・・・・・・・・・・P1

●環境負荷低減の取組の「見える化」の本格運用がスタートしました！・・P3

●農福連携事例集 令和５年度版を作成しました・・・・・・・・・・・・P4

●令和５年度北陸農政局農山漁村男女共同参画優良事例表彰
の受賞者の決定について ・・・・・・P5



1

八色しいたけは、南魚沼市で生産されているブランドしいたけで、年間
1,340トン（令和４年度）生産され、県内しいたけ生産量の約54%を占めて

います。また、大きく肉厚な特徴から「厚いにも、ほどがある」のキャッ
チフレーズで販売されています。今回は、そんな八色しいたけの生産現場を
見学させていただきました。

八色しいたけの生産現場を見学してきました

八色しいたけの栽培工程

広葉樹のチップと栄養剤（米ぬか、ふすま 等）、地下水を混ぜ、菌床を
作る。

以下の工程をハウスごとに時期をずらしながら行うことで、１年中、八色しいたけ
を消費者に届けています。

100～115度の窯で培地を５時間温め、一度無菌状態にする。（カビ、雑
菌の繁殖防止）

殺菌した培地を２日かけて15度まで
冷却する。

種菌を殺菌済みの菌床へ入れ、密封
する。

「厚いにも、ほどがある」

材料の国産ナラのチップ
（仕入れは週３回）

機械で培地を袋詰め

しいたけの種菌

（２ページへ続く）

培地の調整
・袋詰め

殺菌

菌床の仕込み（２日）

冷却

接種

広葉樹チップは国産ナラを100%、米ぬかは南魚
沼産を100%使用するなど、原料からこだわる。

memo

菌床の製造は組合が一括して行います。
年中フル稼働で製造されています。

memo

やいろ
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しいたけは小学生の嫌いな食べ物でベスト５に入るけど、関東に試
食宣伝に行くと子どもたちが喜んで食べてくれます。食わず嫌いなだ
けで、実はしいたけはとてもおいしいのでぜひ食べてほしいですね。
定番の焼きももちろんおいしいけど、特に蒸して食べてみてほしいで
す。蒸すことでしいたけの水分を逃がさず、プリプリであわびのよう
な食感になります。

組合の培養センターで、室内を春の気温に設定し、２か月培養する。

発生から20日間で収穫できる大きさに育ち、１つずつ摘み取る。
このサイクルを７か月繰り返し、菌床１つあたり約1kgのしいたけ
が収穫できる。この間、生育に必要なものは水（地下水）だけ。
使ってよい農薬がないため、捕虫器での害虫対策が重要。

1次培養

２次培養 生産者のハウスで、室内を夏から秋にかけての気温に設定し、２か月培
養する。

培養センター
（２棟で約30万ブロックを培養）

培養中の菌床

菌床に水をかけて刺激を与えることでしいたけの発生を促す。

栽培の様子 収獲した八色しいたけ

菌の培養（4か月）

発生処理

発生～収穫（7か月）

温度管理には地下水熱を利用し、化石燃料を使
わない環境にやさしい管理を行っています。

菌床の上面のみか
らきのこを発生さ
せる(上面栽培）
ことで、栄養分を
集中させ、大きく
肉厚なしいたけが
育ちます。

八色しいたけ事業協同組合代表理事 駒形さんにインタビュー

地域に降り積もる雪から生まれる豊富な地下水がおいしい八色しいたけを育てます。

memo

memo

memo
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環境負荷低減の取組の「見える化」
の本格運用がスタートしました！

取組の詳細や利用者登録については以下のURL又は右の二次元バーコードからご確認ください。

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.
html

環境負荷低減の取組の「見える化」とは？

農業者等が行う化学農薬・化学肥料や化石燃料の使用低減、バイオ炭の施用などの温
室効果ガス削減や生物多様性保全に貢献する取組を、消費者に分かりやすい形で伝える
ため、「見える化」ラベルを表示して農産物を販売する取組です。

県内の取組紹介：青空ファーム（阿賀野市）

有機質肥料を使った米作りに取り組んでおり、環境を守って
いることを消費者に伝えたいと考え「見える化」に取り組む。
「見える化」ラベルを表示したお米は、東栄館（新発田市の

旅館）でお客さんに提供しているほか、道の駅あがの等で販売
されています。道の駅あがのでは、ラベルを表示した米がよく
売れ、ラベルの意味を尋ねられるなど、お客さんの関心も高
かったとのことです。 道の駅あがの

地域の慣行的な栽培と比較し
た温室効果ガス排出量の削減
貢献率を算出

温室効果ガス削減の取組

：削減貢献率 ５ ％以上
：削減貢献率10%以上
：削減貢献率20%以上

温室効果ガス削減＋生物多様性保全の取組

温室効果ガス削減に加え、生
物多様性の保全につながる取
組の実施数を得点化

：取組の得点１点
：取組の得点２点
：取組の得点３点以上

（かわら版６月号・12月号で「見える化」の取組を紹介していますので、あわせてご覧ください。）

※生物多様性保全の評価は、米に限る

農林水産省では、みどりの食料システム戦略に基づき、調達、生産、加工
流通、消費の各段階での環境負荷低減と国民理解の醸成を推進しています。
その一環として、生産者の環境負荷低減の取組の「見える化」を行っており、
令和４年度からの実証を経て、令和６年３月１日より本格運用がスタートし
ました。
新たに環境に優しい取組を始める方、これまでも取り組まれてきた方、そ

の努力や成果を消費者の皆さんに分かりやすく伝えるツールとして、ぜひご
活用ください。

※上記の商標は商標出願中です

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/being_sustainable/mieruka/mieruka.html
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令和５年度版を作成しました

事例集は以下のURL又は右の二次元バーコードからご覧ください。

https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata/noufukukaigi.html#noufukuzirei

新潟県拠点が事務局を務める新潟県農福連携推進連絡
会議では、新潟県内の農業者、福祉事業者による「農福
連携」の取組について、取り組んだ経緯や就労状況等を
分かりやすく整理した事例集を作成しています。
今回、新たに以下の６事例を追加し、令和５年度版を

作成しました。
新たに農福連携の取組を検討されている場合や農福連

携に取り組む中で課題を抱えている場合など、大いに参
考になると思いますので、ぜひご覧ください。

社会福祉法人
とよさか福祉会

（新潟市北区）

株式会社
グリーンズプラント中越

（長岡市）

柄山そば生産組合
（上越市）

有限会社角田山農園
（新潟市西蒲区）

特定非営利活動法人
支援センターあんしん

（十日町市）

医療法人 崇徳会
（長岡市）

事例集

ヨモギの収穫後、茎か
ら葉をはずす作業が手作
業で手間がかかっていた
ところ、福祉施設に作業
委託することで、収穫量
のアップにつながった。

ベビーリーフの収穫後
に残った茎・葉の摘み取
り作業をしてもらい、廃
棄していた食材の有効活
用につながった。

自社での農産物生産と
施設外就労を行う。施設
外就労は、工賃アップや
やりがいの実感につな
がっている。

手作業が多いワイン用
ぶどう栽培で、一部作業
を農福連携で行うことで、
社員が専門的な作業に専
念でき、品質アップにも
つながっている。

グリーンズプラント中
越との農福連携により、
作業種目の拡大につなが
り、利用者の適性に合わ
せた作業を提供できるよ
うになった。

施設内で利用者が納豆製
造や蜂蜜の瓶詰を行う。施
設外就労も行っており、農
業者から評価されることで
利用者の自信につながる。

https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata/noufukukaigi.html#noufukuzirei


皆さんこんにちは。新潟県拠点の齊藤です。
ある日の職場での出来事。上司から某米菓メーカーの黒

豆せんべいをいただきました。その直後にも別の上司から、
次の日にはまた別の上司からもいただきました。皆さん黒
豆せんべいお好きですね笑 おやつにおいしくいただきまし
た！
今月も最後まで読んでいただきありがとうございました。

北陸農政局新潟県拠点地方参事官室
〒９５１－８０３５ 新潟市中央区船場町２－３４３５－１
ＴＥＬ ０２５－２２８－５２１６
ホームページ https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata.html

北陸農政局新潟県拠点では、「現場と農政を結ぶ」業務を通じて、地域の皆様
にタイムリーに農政に関する情報をお伝えするとともに、農業現場の抱える課題
や農政に対する意見をきめ細かに汲み上げ、各種施策につなげていくこととして
います。
地域の農業者（地域の担い手や若手農業者、女性農業者など）の方の集まり等

で、「農業施策の〇〇について聞きたい。」といったご要望がございましたら、
直接伺ってご説明いたします。
ご遠慮なく、お気軽に下記へご連絡ください。

お問い合わせ

黒豆せんべいお好きですか（編集後記）
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北陸農政局では、農林水産業、農山漁村における男女共同参画の実現を目指して
経営参画や社会参画等の優良な取組を行っている方を表彰し、その活動事例を広く
紹介しています。令和５年度の表彰では、新潟県からは脇坂 裕一さん・よしみさん
夫妻（阿賀野市）が受賞しました。

令和５年度北陸農政局農山漁村男女共同参画
優良事例表彰の受賞者の決定について

※政府広報オンライン：令和6年能登半島地震で被災された皆さまへを加工して作成しています。
参照元URL：https://www.gov-online.go.jp/newspaper/kijishita/202401/newspaper-928.html#No6

夫婦でエディブルフラワー（食用花）の生産を行う。
多数の女性従業員を雇用し、農業大学校生には農業指導、子育て世

代には柔軟な就業時間を認める等、従業員が働きやすい環境づくりを
行っている。
また、女性の新規就農にむけた相談者も多く、インターンシップの

受入や地域の農業者とのつながりの場を創出するなど、農業後継者の
育成に貢献している。

（かわら版12月号で脇坂さんの取組を紹介していますので、あわせてご覧ください。）

詳細は以下のURL又は右の二次元バーコードからご覧ください。

https://www.maff.go.jp/hokuriku/news/press/keiei/240301.html

【取組概要】

https://www.maff.go.jp/hokuriku/nousei/niigata.html
https://www.gov-online.go.jp/newspaper/kijishita/202401/newspaper-928.html#No6
https://www.maff.go.jp/hokuriku/news/press/keiei/240301.html

	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6

